
 

新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所のプラント状況 
 
ＫＫプラント情報（地震発生後全プラント停止） 

プラント名
等 

地震前 件 名  備 考 

・ 励磁変圧器油漏れ（少量、継続中）基礎ベースからの脱落。 漏油量は不明、漏えい少量継続中 

・ 主排気筒に接続されているダクトにズレを確認、詳細を調査中。 ずれの大きさは不明、放射能の漏えい調査中 

・ 原子炉建屋二重扉電源断のため常時開にする。 冷温停止中のため運転上制限の逸脱なし 

・ 非常用ディーゼル発電機(A)室管理区域境界扉から非管理区域付近に水溜り。 漏えい量約４リットル、漏えい停止、放射能なし 

・ 消火系配管が損傷し、地下５階（最地下階）に約 40cm の深さで水が溜まっていることを確認。（状況を確認中） 漏えい量約 1,670ｍ３、漏えい停止、放射能なし 

・ 所内変圧器１Ａ・１Ｂと相分離母線接続部にずれ。基礎ボルトが折損。 ずれの大きさは不明（調査中） 

・ 液体廃棄物処理系制御室制御盤電源喪失状態。 プラント監視支障なし 

ＫＫ－１ 
停止 

（定検中） 

・ 原子炉建屋オペフロで水溜りを確認。  

・ 主変圧器下部フランジより油漏れ（継続中）基礎ボルト折損。 漏油量は不明、油抜き検討中 

・ 主排気筒に接続されているダクトにズレを確認、詳細を調査中。 ずれの大きさは不明、放射能の漏えい調査中 

・ 励磁用変圧器基礎部・電源ケーブル用ダクト横ずれ。 ずれの大きさは不明（調査中） 

・ 取水設備スクリーン洗浄ポンプ起動不可。  

・ タービン建屋ブローアウトパネル脱落。 放射能の漏えいなし 

・ タービン駆動原子炉給水ポンプ(B)の油タンク室内で油漏えい。 漏油量約 800 リットル、漏えい停止 

ＫＫ－２ 起動中 

・ 原子炉建屋オペフロで水溜りを確認。  

・ 7/16 10:15 所内変圧器 3B 火災発生確認～12:10 鎮火。 ７月 16 日お知らせ済み 

・ 主排気筒に接続されているダクトにズレを確認、詳細を調査中。 ずれの大きさは不明、放射能の漏えい調査中 

・ K-3/4 低起動変圧器（3SB）放油管より油漏えい。 漏油量は不明、漏えい継続中、漏えい継続中のため低起動変圧器停止 

・ 原子炉建屋ブローアウトパネル脱落。 放射能の漏えいなし 

ＫＫ－３ 運転中 

・ 原子炉建屋オペフロで水溜りを確認。  

・ 主排気筒に接続されているダクトにズレを確認、詳細を調査中。 ずれの大きさは不明、放射能の漏えい調査中 

・ Ｂ系山側復水器水室連絡弁のつなぎ目（エキスパンション）に亀裂があり漏えい。 漏えい量 2.4ｍ３亀裂の長さ約 3.5ｍ、設備に影響なし ＫＫ－４ 運転中 

・ 原子炉建屋オペフロで水溜りを確認。  



 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

プラント名
等 

地震前 状況 備考 

・ 主排気筒に接続されているダクトにズレを確認、詳細を調査中。 約４cm 程度のずれ、放射能の漏えい調査中 

・ Ｎｏ．４ろ過水タンク水漏れ。 漏えい量約 900ｍ３、漏えい停止、放射能量なし 

・ 取水設備スクリーン洗浄ポンプ起動不可  

ＫＫ－５ 
停止 

（定検中） 

・ 原子炉建屋オペフロで水溜りを確認  

・ 低起動変圧器（B）油漏えい。 漏えい継続中（少量）のため低起動変圧器停止 

・ 原子炉建屋内３階、中３階の非管理区域に漏えい水を確認、微量の放射能を確認。（３階約 0.6 リットル、約
2.8×102ベクレル／中３階約 0.9 リットル、約 1.6×104ベクレル）・・・漏えい水継続中、３秒に１滴 
→漏えい水が放水口経由で海へ放出。（放出量約 1.2ｍ3、放射能量約 6.0×104 ベクレル；海水モニタに変化な
し）・・・現在、放出無し 

７月 16 日お知らせ済み ＫＫ－６ 
停止 

（定検中） 

・ 原子炉建屋オペフロで水溜りを確認。  

・取水路開梁護岸 目地開きひび発生。 ひびの大きさ最大約８cm 

・原子炉隔離時冷却系、残留熱除去系（A）(B)水蜜扉の水密性が低下。  ＫＫ－７ 運転中 

・原子炉建屋オペフロで水溜りを確認。  

・ ５００ＫＶ新新潟２Ｌ停止。  

・ ５００ＫＶ新新潟２Ｌしゃ断器付近から微量のエアリーク。 ゴムバンドで応急処置終了 開閉所 － 

・ ５００ＫＶ南新潟２Ｌ黒相ブッシング油漏れ。（南新潟２Ｌ停止） 漏油量は不明、漏えい継続中 

固体廃棄物
貯蔵庫 

－ ・ 固体廃棄物貯蔵庫第二棟内のドラム缶約 100 本が転倒し、内数本のドラム缶の蓋が開いていることを確認。 詳細を調査中 

・ 事務本館常用電源断、緊急時対策室電源等は非常用電源より供給。 緊急時対策室電源のみ非常用電源より常用電源に復旧 

事務本館等 － 
・ 事務本館・情報棟の構造部材（柱、はり）は問題なし。つなぎ目（エキスパンション）破損、ひび多数、ガラス

破損多数、屋上の空調室外機破損、防水槽破損、ダクト落下、調理器具落下。 
 

・ 土捨て場一部崩落（北側斜面）等。  

・ 飲料水タンク漏れ（タンク内空）。  

・ 消火設備 合計４箇所配管損傷 漏水。 
ＫＫ－１ 原子炉建屋 北東 
ＫＫ－１ タービン建屋 西側 
ＫＫ－１ 軽油タンク近傍の消火栓付近 
ＫＫ－２ サービス建屋への供給ライン 

 

・ 環境ミニコン（１号機サービス建屋）県テレメータ等伝送不能。 県テレメータ伝送のみ７月 17 日午後３時 40 分復旧 

・ 構内道路、寸断箇所あり。構内の広い範囲で液状化。 現在通行可 

・ 進入路（踏線橋高町橋）段差５０ｃｍ程度、通行不可（補修開始）。 現在通行可 

構内 
／その他 

－ 

・ 南北放水口護岸沈下。  




